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１．はじめに  

 平成 25 年 11 月にインフラ老朽化対策の推進に関

する関係省庁連絡会議においてとりまとめられた

「インフラ長寿命化基本計画 1)」に基づき，NEXCO

各社がインフラ長寿命化計画を策定し，高速道路の

改修工事を行っている 2)． 

高速道路の改修工事に伴い行われるのが，工事区

間の車線規制である．しかし，近年この車線規制を見

逃す，もしくは気づくのに遅れ，工事区間に侵入して

くる車両が後を立たない．最近では，2017 年 8 月に

中央自動車道の工事現場にトラックが侵入し，10 人

の死傷者を出した 3)． 

現在，高速道路の大規模な改修が全国様々な場所

で行われており，工事区間に車両が進入してくる事

象は作業員の命に関わるだけでなく，事故処理など

による高速道路の利便性低下にも関わってくる問題

であるため，早急に解決すべきである．そのため，道

路事業者各社は，工事区間への侵入を低減させよう

と本線上に工事情報を示した看板の設置や誘導看板

の設置(図-1)など様々な対策を行っている．しかし，

どのような対策が車線変更に有効な効果を発揮して

いるかの評価は難しい． 

 以上の背景から，本研究では，高速道路の本線上空

からドローンにより車両の挙動をモニタリングする

ことにより，車線変更を誘導するための施策がどの

程度車線変更挙動に影響を与えているかを分析した． 

２．既往研究 

 高速道路および一般道での車線変更挙動に関す

る研究は，多数行われている． 

今田 4)の研究では，ドライバーの視覚情報の認知過

程から車線変更の挙動を分析し，車線変更挙動のタ

イプを車間距離重視型と速度差重視型，車間距離と

速度差の双方を重視するバランス型の 3 つのタイプ

に分類している． 

飯田ら 5)の研究では，高速道路本線上に定点カメラ

を設置し，ビデオ映像から車線規制時の車両挙動と

車線規制材配置の関係性を，PCUD6)を用いて分析し

ている． 

今田の研究のように車線変更挙動の分析は多く行

われているが，飯田らの研究のようなビデオ観測に

より車線変更の誘導媒体がどの程度車線変更挙動に

影響を与えるかを分析した研究は少ない．本研究と

飯田らの研究の差異は，飯田らの定点カメラによる

ビデオ観測は限定されたエリアでの観測となるのに

対し，本研究ではドローンを用いることで観測エリ

アが限定されず，調査対象範囲が定点カメラよりも

広域である． 
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図-1 高速道路における車線規制 

(出典：中日本ハイウェイ・エンジニアリング 

東京株式会社) 
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３．ドローン調査の概要 

 本研究では，北陸自動車道の滑川 IC から魚津 IC

の下り 255.8kp～257.3kp の区間で規制テーパー部手

前から規制テーパー部，車線規制区間開始 200m 程

度までの車両の車線変更挙動をドローンに搭載した

４K カメラで撮影を行った．調査日時は，平成 29 年

11 月 13 日の午前 11 時から正午，午後 14 時から 13

時の計２時間で行った．ドローンの配置と撮影対象

区間は，それぞれ①255.8kp 付近側道，下り線 255.8kp

～500ｍ程度，②256.3kp 付近側道，下り線 256.3kp～

500ｍ程度，③256.7kp 付近側道，下り線 256.7kp～500

ｍ程度と設定した．走行車線の規制は，テーパー部手

前 1000m に渡り工事予告看板，車線規制までの距離

看板，車線変更誘導看板が設置されており，テーパー

部が 300m あり，その後一車線となる(図-2)． 

４．車線変更挙動の分析 

 3地点のドローンからの映像を元に，100 台の車両

を対象に車線変更挙動を目視で分析を行った．その

結果， 規制テーパー部手前 1000ｍから 100m 前で車

線変更する車両が 100 台中 74 台，矢印の誘導看板が

頻出するテーパー部手前 100m からテーパー部まで

で車線変更する車両が 100 台中 14 台，テーパー部で

車線変更する車両が 100 台中 12 台となった(図-3)．  

５．まとめと今後の課題 

 本研究では，規制テーパー部手前から規制テーパ

ー部，車線規制区間開始 200m 程度までの車両の車

線変更挙動を，ドローンを用いて観測を行った．観測

した車両の車線変更挙動を目視により分析した結果，

規制テーパー部手前 1000ｍから 100m 前で車線変更

する車両が 100 台中 74 台，矢印の誘導看板が頻出す

るテーパー部手前 100m からテーパー部までで車線

変更する車両が 100 台中 14 台，テーパー部で車線変

更する車両が 100 台中 12 台であった． 

 今後の課題として，２次元動画計測ソフトウェア 

「Move-tr/2D」を用いて車両の車線変更挙動を定量的

に分析していく．また，車線変更時の前後の車両の影

響やどの位置で車線変更しているかを細かく分析し

ていく． 
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図-2 走行車線規制図 

 

図-3 テーパー部で車線変更する車両 
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